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１ 地域の循環型社会形成を推進するための基本的な事項 

(１) 対象地域 

市 町 村 名：えびの市、高原町 

面 積：368.32kｍ²（令和5年7月1日時点） 

人 口：26，680人 （令和4年10月1日現在） 

  

市 町 えびの市 高原町 合計 

面積（kｍ²） 282.93 85.39 368.32 

人口（人） 18,102 8,878 26,980 

 

◆図１ 位置図 

 
※参考：添付資料3に関係施設の位置図を添付する。  

（資料） 面積：「令和5年全国都道府県市区町村別面積調」 

人口：「住民基本台帳」  
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(２) 計画期間 

本計画は、令和 6年 4月 1日から令和 11年3月31日までの5年間を計画期間とする。なお、目標の達成状

況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要に応じて計画を見直すものとする。 

 

 

(３) 基本的な方向 

えびの市及び高原町で構成されるえびの市・高原町地域（以下「当該地域」という。）は、宮崎・熊本・鹿児

島3県、南九州のほぼ中心に位置している。 

現在、当該地域から排出される燃やせるごみは、えびの市が所管するえびの市美化センター(焼却施設)にお

いて焼却処理を行っている。 

今後も現状の処理体制を継続していく方針ではあるが、えびの市美化センター(焼却施設)は供用開始から27

年が経過していることから、老朽化が進行しており、設備・機器類の耐用年数を迎える時期となっている。 

このため、本市では今後も継続してごみの安定的な処理を継続するために、えびの市美化センター(焼却施

設)の基幹的設備改良工事を行う計画としている。 

 

(４) ごみ処理の広域化・施設の集約化の検討状況  

宮崎県が平成11年3月に策定した「宮崎県ごみ処理広域化計画」（以下「広域化計画」という。）では、県内を

7ブロックに区割りし、①環境負荷の低減（焼却施設の集約化、焼却残さの高度処理、管理型最終処分場の確保）、

②排出抑制・資源化（ブロック内での統一した分別収集の促進、リサイクルの推進）、③公共事業費の縮減（施

設の集約化、効率的な収集運搬体制の確保）と、3つの基本方針を定めている。 

広域化計画では、当該地域は西諸ブロックに位置付けられており、小林市（旧野尻町及び旧須木村含む）、え

びの市、高原町の3市町で広域化を図ることが計画されている。 

燃やせるごみは、えびの市美化センターにおいて、えびの市から排出されたごみに加えて、小林市の一部及

び高原町から排出されたものも委託処理を行っている。また、プラスチック製容器包装においても、西諸ブロ

ック共同で処理を行っており、広域化計画に基づいた処理体制となっている。 

なお、広域化計画に基づいた可燃ごみ処理施設の整備に向けた協議を行ったが、小林市は令和6年度より燃や

せるごみを独自処理に切り替え、えびの市はえびの市美化センターを継続利用、高原町はえびの市美化センタ

ーで委託処理を行いつつごみ処理のあり方を検討する方針となった。 

こうした中で、施設の継続稼働が求められるえびの市美化センターは、老朽化が進んでいることから、早急

な延命化措置が必要な状況であるため、令和7年度より基幹的設備改良工事を行い、施設の延命化を図る方針と

している。 

 

(５) プラスチック資源の分別収集及び再商品化に係る実施内容 

プラスチック製容器包装は、容器包装リサイクル法人ルートで資源化を行っている状況であり、現在の分別

収集、処分方法を継続する方針である。 

プラスチック使用製品廃棄物は、当該地域は過疎地域であるため、分別収集及び再商品化の取り扱いについ

て要件の対象になっていないが、コストや環境影響等の情報収集を行い、財政状況等を踏まえながら状況に応

じて検討を行っていくこととする。 
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２ 循環型社会形成推進のための現状と目標 

(１) 一般廃棄物等の処理の現状 

令和4年度の一般廃棄物の排出、処理状況は、図２のとおりである。 

ごみの排出量は、集団回収量も含め7,927トンであり、再生利用される「総資源化量」は1,032トンである。 

また、リサイクル率(＝(直接資源化量＋中間処理後の再生利用量＋集団回収量)/(排出量＋集団回収量))は

13.0％である。 

中間処理による減量化量は 5,708 トンであり、集団回収を除いた排出量の概ね 71.7％が減量化されている。 

また、集団回収量を除いた最終処分量は排出量の15.3％にあたる1,215トンが埋め立てられている。 

 

◆図２ 一般廃棄物の処理状況フロー(令和4年度)  

 
 

  

集団回収量 総資源化量

処理残さ量

1,819t

排出量 計画処理 22.9%

7,927t

100.0% 減量化量

5,680t

自家処理量 71.7% 最終処分量

0t 1,215t

0.0% 15.3%0.3%

直接最終処分量

26t

5.1% 7.9%

中間処理量 処理後最終処分量

1,032t

7,927t
7,499t 1,189t

94.6% 15.0%

0t

直接資源化量 処理後再生利用量

402t 630t
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(２) 一般廃棄物等の処理の目標 

本計画の計画期間中においては、廃棄物の減量化を含め循環型社会の実現を目指し、表１のとおり目標量に

ついて定め、それぞれの施策に取り組んでいくものとする。 

 

◆表１ 減量化、再生利用に関する現状と目標 

 
※1 排出量は現状に対する増減割合、直接資源化量・埋立最終処分量は排出量に対する割合、総資源化量は排出量＋集団回 

収量に対する割合 

※2 (1事業所当たりの排出量)＝｛（事業系ごみの総排出量）－（事業系ごみの資源ごみ量）｝／(事業所数) 

※3 (1人当たりの排出量)＝｛（生活系ごみの総排出量）－（生活系ごみの資源ごみ量）｝／(人口) 

 

《用語の定義》 

排 出 量 ：事業系ごみ、生活系ごみを問わず、出されたごみの量（集団回収されたごみを除く）［単位：トン］ 

総 資 源 化 量 ：集団回収量、直接資源化量、中間処理後の再生利用量の和［単位：トン］ 

エネルギー回収量：エネルギー回収施設において発電された年間の発電電力量［単位：MWh］及び熱利用量[単位:GJ] 

最 終 処 分 量 ：埋立処分された量［単位：トン］ 

 

◆図３ 目標達成時の一般廃棄物の処理状況フロー(令和11年度) 

 
※ 端数処理のため合計値が100％にならない場合がある。 
 

  

 排出量  事業系 総排出量 1,812 トン 1,693 トン (-6.6%)

1事業所当たりの排出量※2 1.48 トン/事業所 1.45 トン/事業所 (-2.0%)

 生活系 総排出量 6,115 トン 5,028 トン (-17.8%)

1人当たりの排出量※3 193 kg/人 174 kg/人 (-9.8%)

 合計 事業系家庭系排出量合計 7,927 トン 6,721 トン (-15.2%)

 再生利用量  直接資源化量 402 トン (5.1%) 421 トン (6.3%)

 総資源化量 1,032 トン (13.0%) 1,046 トン (15.6%)

 エネルギー回収量

 （年間の発電電力量及び熱利用量）

 最終処分量  埋立最終処分量 1,215 トン (15.3%) 1,016 トン (15.1%)

 エネルギー
 回収量

（令和4年度）

現状（割合※1） 目標（割合※1）

（令和11年度）
指標

-

-

-

-

集団回収量 総資源化量

処理残さ量

1,619t

排出量 計画処理 24.1%

6,721t

100.0% 減量化量

4,659t

自家処理量 69.3% 最終処分量

0t 1,016t

0.0% 15.1%

直接最終処分量

22t

0.3%

6,721t
6,278t 994t

93.4% 14.8%

421t 625t

6.3% 9.3%

中間処理量 処理後最終処分量

0t 1,046t

直接資源化量 処理後再生利用量
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◆表２ 構成市町ごとの減量化、再生利用に関する現状と目標 

 

  

構成市町

1,521 トン 1,431 トン (-5.9%)

1.72 トン/事業所 1.71 トン/事業所 (-0.6%)

4,720 トン 4,018 トン (-14.9%)

227 kg/人 211 kg/人 (-7.0%)

6,241 トン 5,449 トン (-12.7%)

402 トン (6.4%) 421 トン (7.7%)

747 トン (12.0%) 782 トン (14.4%)

951 トン (15.2%) 817 トン (15.0%)

291 トン 262 トン (-10.0%)

0.86 トン/事業所 0.80 トン/事業所 (-7.0%)

1,395 トン 1,010 トン (-27.6%)

125 kg/人 97 kg/人 (-22.4%)

1,686 トン 1,272 トン (-24.6%)

0 トン (0.0%) 0 トン (0.0%)

285 トン (16.9%) 264 トン (20.8%)

264 トン (15.7%) 199 トン (15.6%)

総資源化量

埋立最終処分量

合計　  事業系生活系排出量合計

直接資源化量

高原町

事業系　総排出量

        1事業所当たりの排出量

生活系　総排出量

        1人当たりの排出量

埋立最終処分量

総資源化量

指標
現 状 ( 割 合 )
( 令 和 4 年 度 )

目 標 ( 割 合 )
( 令 和 11 年 度 )

えびの市

事業系　総排出量

        1事業所当たりの排出量

生活系　総排出量

        1人当たりの排出量

合計　  事業系生活系排出量合計

直接資源化量



 

- 6 - 

 

３ 施策の内容 

(１) 発生抑制、再使用の推進 

ア）有料化 

現在、えびの市では「生活系の粗大ごみ」と「事業系ごみ」を、高原町では「粗大ごみ」を有料化している。 

今後は、ごみ処理状況の推移を継続して把握し、ごみの減量化及び資源化の促進という観点から、必要に応

じてごみ処理手数料の見直しを検討する方針とする。 

 

イ）環境教育の推進 

自治会・学校・高齢者クラブ等各種団体にごみ問題や地域の環境に対する問題への理解と取り組みに積極的

に協力してもらうため、施設見学会やごみ問題に関する環境学習を行う。 

 

ウ）マイバッグ運動の推進・レジ袋の削減対策 

宮崎県と連携して、マイバッグ持参やレジ袋削減に向けた取り組みを行う。 

 

エ）事業系一般廃棄物を発生抑制するための取り組み 

事業者に対して、古紙等の再資源化、過剰包装の抑制、食品ロスの削減、再生品の使用によるごみの減量化

や資源物の分別を徹底するように指導・啓発を行う。 

 

オ）ごみ減量化に関する取り組み 

ごみの分別徹底や減量化に対する住民の意識向上を図るため、生ごみの水切りや食品ロスの削減、過剰包装

の抑制などの啓発を行うとともに、今後も継続してホームページ等を活用した積極的な情報発信を行い、更な

るごみ減量化への普及・啓発を図る。 
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(２) 処理体制 

ア）生活系ごみの処理体制の現状と今後 

生活系ごみの分別区分と処理方法は表3に示すとおりである。 

 

【えびの市】 

えびの市から排出された燃やせるごみについては、えびの市美化センター(焼却施設)で処理を行ってお

り、焼却処理の際に発生する焼却残渣は、えびの市一般廃棄物最終処分場に埋立処分を行っている。 

燃やせないごみ及び粗大ごみについては、えびの市美化センター(粗大ごみ処理施設)にて破砕・選別後、

資源回収を行い、資源化できない可燃残渣は焼却施設で処理、その他の破砕残渣はえびの市一般廃棄物最

終処分場に埋立処分を行っている。 

空き缶・空きびんは、選別後に資源化、ペットボトルや古紙等は、一時保管を行った後、業者に引き渡

して資源化している。 

プラスチック製容器包装は、小林市のリサイクル施設で中間処理を行った後に容器包装リサイクル法人

ルートで資源化を行っている。 

えびの市では、今後も継続してごみの適正処理を図るため、焼却施設の老朽化に伴い、えびの市美化セ

ンターの基幹的設備改良工事を行う計画としている。 
 

【高原町】 

高原町から排出された燃やせるごみについては、えびの市美化センター(焼却施設)で処理を行っており、

焼却処理の際に発生する焼却残渣は、えびの市一般廃棄物最終処分場に埋立処分を行っている。 

燃やせないごみについては、えびの市美化センター(粗大ごみ処理施設)にて破砕・選別後、資源回収を

行い、資源化できないごみは、えびの市一般廃棄物最終処分場に埋立処分を行っている。 

粗大ごみは、霧島美化センターで分解・選別後、資源回収を行い、資源化できないごみはえびの市美化

センターで焼却処理及び埋立処分を行っている。 

空き缶、空きびん、ペットボトル等は、一時保管を行った後、業者に引き渡して資源化、古紙は、直接

業者に引き渡して資源化している。 

プラスチック製容器包装は、小林市のリサイクル施設で中間処理を行った後に容器包装リサイクル法人

ルートで資源化を行っている。 

 

イ）事業系ごみの処理体制の現状と今後 

現在、当該地域の事業系ごみの処理体制は、事業者が当該地域の許可収集業者に委託して処理を行う方法と

事業者の直接搬入による方法を行っており、事業系ごみの分別区分については、生活系ごみに準じて行ってい

る。当該地域では、今後も同様の収集体制を継続する方針とする。 

  

ウ）一般廃棄物処理施設で併せて処理する産業廃棄物の現状と今後 

現状では、産業廃棄物の処理は行っておらず、今後も処理を行わない。 

 

エ）今後の処理体制の要点 

◇ 生活系ごみ及び事業系ごみの分別区分及び処理体制については現状の処理体制を維持 

◇ えびの市美化センター(焼却施設)の基幹的設備改良事業を実施 
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◆表３ 構成市町のごみの分別区分と処理方法の現状と今後 

一次処理 二次処理 一次処理 二次処理

燃やせるごみ 焼却処理
えびの市美化センター

(焼却施設)
埋立 燃やせるごみ 焼却処理

えびの市美化センター
(焼却施設)

埋立

燃やせないごみ 燃やせないごみ 粉砕
えびの市美化センター
(粗大ごみ処理施設)

破砕残渣：埋立

粗大ごみ 粗大ごみ
分解・選別
資源回収

資源物：資源化
破砕可燃物：焼却

空き缶・空きびん 選別 選別施設 空き缶

ペットボトル 空きびん

古紙 ペットボトル

生きびん その他の金属

その他 有害ごみ、その他のごみ
えびの市美化センター

(ストックヤード)

有害ごみ プラスチック製容器包装 リサイクル施設

プラスチック製容器包装 選別 リサイクル施設 古紙類

今後

一次処理 二次処理 一次処理 二次処理

燃やせるごみ 焼却処理
えびの市美化センター

(焼却施設)
埋立 燃やせるごみ 焼却処理

えびの市美化センター
(焼却施設)

埋立

燃やせないごみ 燃やせないごみ 粉砕
えびの市美化センター
(粗大ごみ処理施設)

破砕残渣：埋立

粗大ごみ 粗大ごみ
分解・選別
資源回収

資源物：資源化
破砕可燃物：焼却

空き缶・空きびん 選別 選別施設 空き缶

ペットボトル 空きびん

古紙 ペットボトル

生きびん その他の金属

その他 有害ごみ、その他のごみ
えびの市美化センター

(ストックヤード)

有害ごみ プラスチック製容器包装 リサイクル施設

プラスチック製容器包装 選別 リサイクル施設 古紙類

専門業者へ
資源化を委託

専門業者へ資源化を委託

保管

専門業者へ
資源化を委託

破砕
選別

えびの市美化センター
(粗大ごみ処理施設)

資源物：資源化
破砕可燃物：焼却
破砕残渣：埋立

専門業者へ
資源化を委託

保管
えびの市美化センター

(ストックヤード)

専門業者へ
資源化を委託

えびの市美化センター
(ストックヤード)

専門業者へ資源化を委託

高原町（令和11年度）

分別区分 処理方法
処理方法

選別

高原町（令和4年度）

分別区分 処理方法
処理方法

現状

処理方法

えびの市（令和4年度）

処理方法
分別区分

霧島美化センター
(ストックヤード)

選別

霧島美化センター
(ストックヤード)保管

破砕・選別

保管

えびの市（令和11年度）

分別区分 処理方法
処理方法

えびの市美化センター
(粗大ごみ処理施設)

資源物：資源化
破砕可燃物：焼却
破砕残渣：埋立
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(３) 処理施設等の整備 

ア) 廃棄物処理施設 

前述（２）の処理体制をとるため、表４のとおり必要な施設整備を行う。 

 

◆表４ 整備する処理施設 

事業 

番号 

施設整備種類 

施設名 
事業名 

処理 

能力 
所在地 事業期間 

国土 

強靭

化 

プラ要

件化の

経過措

置の適

用事業 

1 
えびの市 

美化センター 

えびの市美化センタ

ー 

基幹的設備改良事業 

70t/日 

宮崎県えびの市 

大字坂元 1040 番

地 

令和 7 年度 

～ 

令和 10 年度 

（発注済

み） 

― ― 

（整備理由） 

事業番号 1 既存ごみ処理施設の老朽化のため。 

  

 

 

 

(４) 施設整備に関する計画支援事業 

前述（３）の施設整備に先立ち、表５のとおり計画支援事業を行う。 

 

◆表５ 実施する計画支援事業 

事業 

番号 
事業名 事業内容 事業期間 

プラ要件化の

経過措置の適

用事業 

1 
えびの市美化センター 

基幹的設備改良事業に伴う発注者支援業務 
発注支援業務等 

令和 6 年度 

（発注済

み） 

― 
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(５) その他の施策 

ア）適正処理困難物に対する対処方針 

適正処理困難物は、住民・事業者への周知徹底を図り不適正処理の防止に努める。また、ごみを 

適正に処理することで、良好な生活環境の維持と環境負荷への低減に取り組む。 

 

イ）不法投棄等の対策 

当該地域では現在、ごみの不法投棄や野外焼却対策として、当該地域の広報やホームページによる

啓発とパトロールを行っており、あわせて、不法投棄・野外焼却を発見した場合は、関係機関との情

報共有を行い、再発防止に努める。 

 

ウ）災害廃棄物対策 

当該地域は、「えびの災害廃棄物処理計画」(平成 27年 10月策定、令和 4年 8月加筆)及び「高原町

災害廃棄物処理計画」（平成 28 年 2 月策定）に基づき災害発生時に生じる災害廃棄物の迅速かつ適正

処理に努める。また、発災状況に応じて県や隣接市町、関係機関との連携体制を構築し、適正な処理

を行う。 

 

 

 

４ 計画のフォローアップと事後評価 

(１) 計画のフォローアップ 

計画の進捗状況について定期的に把握し、その結果を公表する。 

必要に応じて関係機関と意見交換を行い、進捗状況を勘案しながら、適宜、計画の見直しを行う。 

 

 

(２) 事後評価及び計画の見直し 

計画期間終了後、処理状況の把握を行い、その結果が取りまとまった時点で、速やかに計画の事後

評価、目標達成状況の評価を行う。 

また、評価の結果を公表するとともに、評価結果を次期計画策定に反映させるものとする。 

なお、計画の進捗状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要に応じ計画を見直すものとする。 
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様式１ 

循環型社会形成推進交付金事業実施計画 総括表１ 

 
１ 地域の概要 

 
 

２ 一般廃棄物の減量化、再生利用の現状と目標  

 
※添付資料 2 に指標と人口等の要因に関するトレンドグラフを添付する。 

 

一般廃棄物処理計画と目標値が異なる場合に、地域計画と一般廃棄物処理計画との整合性に配慮した内容 

 

えびの市は令和 5年度に一般廃棄物処理基本計画の見直しを行い、これを踏まえた目標値を本計画に示している。 

高原町は平成 30年度に策定した一般廃棄物処理基本計画を踏まえた目標値を本計画に示している。 

 

  

26,980 人（２）地域内人口

（５）地域の要件*

（３）地域面積

組合を構成する市町村：

　
設立されていない場合、今後の見通し：

（６）構成市町村に一部事務

組合等が含まれる場合、当該
組合の状況

（１）地域名

（４）構成市町村等名

えびの市・高原町地域

えびの市、高原町

368.32km²

人口　面積　沖縄　離島　奄美　豪雪、山村　半島　過疎　その他

(6.5%) (5.3%) (5.2%) (5.4%) (5.1%) (5.1%)

(15.2%) (13.4%) (12.4%) (13.6%) (13.7%) (13.0%)

最終処分量 (19.4%) (13.5%) (13.3%) (14.1%) (14.6%) (15.3%)埋立最終処分量（トン）

再生利用量
直接資源化量（トン）

総資源化量（トン）

エネルギー回収量 エネルギー回収量
（年間の発電電力量　MWH）

（年間の熱利用量　GJ）

合計     事業系生活系の総排出量合計（トン）

　
指標・単位　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年

排出量

事業系　総排出量（トン）

　　　　　　1事業所当たりの排出量（トン/事業所）

生活系　総排出量（トン）

　　　　　　1人当たりの排出量（ｋｇ/人）

1,640

平成29年度
(実績)

目　標

平成30年度
(実績)

令和元年度
(実績)

令和2年度
(実績)

令和3年度
(実績)

令和4年度
(実績)

過去の状況・現状（排出量等に対する割合）

1,597 1,669 1,638 1,698 1,812

1.16 1.22 1.28 1.28 1.36 1.48

7,692 7,927

174 180 182 184 186 193

6,078 6,175 6,134 6,115 5,994 6,115

- - - - -

- - - - -

1,0321,170

402498

7,675 7,815 7,803

1,489 1,058 1,039 1,096 1,126 1,215

412

1,045

402

968

421

1,051

393

1,055

-

-

1.45

174

(R4年比-2.0%)

(R4年比-9.8%)

1,016 (15.1%)

(R4年比-17.8%)

6,721 (R4年比-15.2%)

令和11年度
(見込み)

1,693 (R4年比-6.6%)

5,028

-

-

421 (6.3%)

1,046 (15.6%)

7,753
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３ 一般廃棄物処理施設の現況と更新、廃止、新設の予定 

 

（１）現有施設リスト 

 
※想定される浸水深については、添付資料 3 のハザードマップを参照 

 

 

（２）更新（改良）・新施設リスト 

 
※想定される浸水深については、添付資料 3 のハザードマップを参照 

 

 

施設種別 施設名 事業主体 型式及び処理方式
処理能力
（単位）

竣工年月
廃止又は

休止（予定）年月
備考

焼却施設 えびの市美化センター えびの市 ストーカ方式 70（t/日） 平成8年4月 ― ―

粗大ごみ処理施設 えびの市美化センター えびの市 破砕 10（t/日） 平成9年4月 ― ―

保管施設 霧島美化センター 高原町 ストックヤード 239m2 平成12年4月 ― ―

最終処分場
えびの市一般廃棄物

最終処分場
えびの市 準好気性埋立構造

埋立容量
70,000㎥

平成9年4月 ― ―

最終処分場
霧島美化センター

事務組合
一般廃棄物最終処分場

高原町 準好気性埋立構造
埋立容量
23,481㎥

平成14年4月
平成28年度に

埋立終了
―

解体（予定）年月 想定される浸水深と対策

― 想定される浸水深：0ｍ

― 想定される浸水深：0ｍ

― 想定される浸水深：0ｍ

― 想定される浸水深：0ｍ

― 想定される浸水深：0ｍ

施設種別 施設名 事業主体 型式及び処理方式
処理能力
（単位）

竣工予定年月 更新（改良）・新設理由
廃焼却施設
解体の有無

想定される浸水深と対策 備考

焼却施設
えびの市

美化センター
えびの市 ストーカ方式 70（t/日） 令和10年度 既存施設の老朽化のため 無 想定される浸水深：0ｍ

廃焼却施設解体事業
着手（予定）年月
完了（予定）年月

プラスチック再商品化を
実施するための施設整備事業

― －
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様式２ 

循環型社会形成推進交付金事業実施計画 総括表２ （令和７年度） 
  

 

 
 

 

 

 

 

 

単位 開始終了
令和
6年度

令和
7年度

令和
8年度

令和
9年度

令和
10年度

令和
6年度

令和
7年度

令和
8年度

令和
9年度

令和
10年度

○エネルギー回収等に関する事業

1 えびの市 70 t/日 R7 R10 3,478,904 7,590 1,008,907 991,940 1,470,467 2,829,118 0 695,257 877,604 1,256,257

1 えびの市 70 t/日 R6 R6 5,280 5,280 4,400 4,400

3,484,184 5,280 7,590 1,008,907 991,940 1,470,467 2,833,518 4,400 0 695,257 877,604 1,256,257

○施設整備に関する計画支援事業

えびの市美化センター
基幹的設備改良事業に伴う発注者支援
業務

えびの市美化センター基幹的設備改良
事業

事業種別 事
業
番
号

事業
主体
名称

規　模
事業期間
交付期間

総事業費（千円） 交付対象事業費（千円）

備考

事業名称

合　　　　計
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【参考資料様式２】 

施設概要（エネルギー回収施設系） 
 

  都道府県名 宮崎県    
 

(1) 事業主体名 えびの市 

(2) 施設名称 えびの市美化センター 

(3) 工期 令和７年度 ～ 令和１０年度 

(4) 施設規模 処理能力：70t/日（35t/16h×2炉） 

(5) 形式及び処理方式 ストーカ方式 

(6) 余熱利用の計画 

1.発電の有無   有（発電効率  ％）・ 無 

 

2.熱回収の有無  有（熱利用率  ％）・ 無 

(7) 地域計画内の役割 

施設の老朽化に伴い、基幹的設備改良事業を行うことで、安

定的かつ効率的なごみ処理を図る役割を果たす。 

また、基幹的設備改良事業の実施に伴い、CO₂削減率3％以上

とし、CO₂排出量の基準を満たすこととする。 

(8) 廃焼却施設解体工事の有無 有   無 

 

「ごみ燃料化施設」を整備する場合 

(9) 燃料利用計画 該当無し 

 

「メタンガス化施設」を整備する場合 

(10) バイオガス熱利用率 該当無し 

(11) バイオガスの利用計画 該当無し 

 

(12) 総事業計画額 
3,478,904千円 

うち、交付対象事業費 2,829,118千円 
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【参考資料様式８】 

 

計 画 支 援 概 要 
 

  都道府県名  宮崎県   

 

(1) 事業主体名 えびの市 

(2) 事業目的 えびの市美化センターの基幹的設備改良事業のため 

(3) 事業名称 えびの市美化センター基幹的設備改良事業に伴う発注者支援業務 

(4) 事業期間 令和６年度 

(5) 事業概要 発注者支援等業務 

 

(6) 総事業計画額 

5,280千円 

うち、 

交付対象事業費 

4,400千円 
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添付資料１ 分別区分説明資料（令和５年度） 

【えびの市】 

分別種類 具体的な品目 

燃やせるごみ 

生ごみ、貝殻、たまごのから、衣類、衣類、座布団、紙くず、くつ、カバン、革・ゴム

製品、紙おむつ、カセットテープ、ＣＤ類、木くず枝、落ち葉、50cm以下のひも・ホー

ス、プラスチックハンガー、カイロ、アルミホイル、発泡スチロール(一辺が50ｃｍ以

下にする)など 

燃やせないごみ 
茶碗、皿、花瓶、鏡、ガラス製品、指定袋に入る小型電化製品（電源コードは切る）、 

時計、造花、油びん、かみそり、針金ハンガー、その他金属を含むもの 

空き缶・空きびん アルミ缶、スチール缶、化粧びん（乳白色以外）スプレー缶、カセットボンベ 

プラスチック製 

容器包装 

ペットボトル以外のボトル類（ソース、洗剤、シャンプー）、ペットボトルのふた、カッ

プ・パック類（たまごパック、カップめん）、チューブ類（はみがき粉、わさび）、ラッ

プ、ラベル類、レジ袋、菓子袋、トレイ類（発泡スチロール製食品トレイ） 

資源物 

 

有害ごみ 

 

灰 

 

ペットボトル 清涼飲料水、しょうゆ、みりん、酢、焼酎、酒類 

古紙類 
新聞紙、チラシ、雑誌、カタログ、書籍、パンフレット、ダンボール、紙パック（内側

が銀色のものをのぞく）飼料袋（ビニール付をのぞく） 

生きびん 一升びん（焼酎・しょうゆ・酒）五合びん、ビールびん 

その他 
電気コード、てんぷら油（廃食用油）、傘、ライター、はさみ、カッターナイフ、釘、 

ねじ、針金 

有害ごみ 乾電池、体温計、蛍光灯、電球、灰、ペット砂 

粗大ごみ 

たんす、こたつ、机、椅子（金具は取り外す）、カーペット、じゅうたん、レジャーシー

ト、たたみ、ふとん、シーツ、ふすま、しょうじ、ソファー、あんま機、スプリングマ

ット、自転車、一輪車、金属机、ミシン、指定袋に入らない大型家電、ガスコンロ、石

油ストーブ（灯油は抜く、電源コードは切る）など 

 

【高原町】 

分別種類 具体的な品目 

燃やせるごみ 

生ごみ、貝殻、卵殻、食用油、衣類、紙くず、靴、カバン、革・ゴム製品、紙おむつ、

カセットテープ、ＣＤ、木くず枝、落ち葉、ひも、ホース、プラスチックハンガー、カ

イロ、アルミホイル、発泡スチロールなど 

燃やせないごみ 
茶碗、皿、花瓶、陶器類、鏡、ガラス製品、指定袋に入る小型電化製品（電源コードは

除く）、素材の混ざったものなど 

プラスチック製 

容器包装 

ペットボトル以外のボトル類（洗剤、シャンプー、ソースなど）、ペットボトルの蓋類、

カップ・パック類（カップ麺、卵パックなど）、チューブ類（歯磨き粉、調味料チューブ

など）、袋・ラップ・ラベル類（レジ袋、ストローや割り箸の復路、食品・スナック菓子

の袋など）、トレイ類（白色・柄物・惣菜・弁当など）など 

ペットボトル 清涼飲料水、醤油、酒類、食酢、調味料など 

空き缶 飲料用のアルミ缶、スチール缶 

空き瓶 透明の便、茶色の瓶、その他色の瓶 

その他金属 鍋、フライパン、缶詰、スプレー缶など 

古紙類 新聞紙、チラシ、雑誌類、、段ボール 

有害ごみ 乾電池、体温計、蛍光灯、電球、灰、ペット砂 

その他のごみ 傘、電気コード、ライター 

粗大ごみ 
たんす、こたつ、机、椅子、机、カーテン、布団、スプリングマット、ベッド、カーペ

ット、ソファー、指定袋に入らない大型家電、波板、畳など 
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添付資料２ トレンドグラフ 

 

■ごみ排出量と行政区域内人口 

 

 

 

■事業系ごみ排出量と1事業所あたりの排出量 
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■生活系ごみ排出量と1人あたりの排出量 

 
 

 

■処理内訳 
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■再生利用量 
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添付資料３ 廃棄物処理施設の状況 

 

■廃棄物処理施設の位置図 
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■施設の概要 

 

施設名 えびの市美化センター 

所在地 えびの市大字坂元1040番地 

処理能力 

処理方式 

焼却施設 粗大ごみ処理施設 

70t/日（35t×2炉） 10ｔ/日 

ストーカ方式 粗大ごみ回転式破砕処理設備 

 

 

施設名 えびの市一般廃棄物最終処分場 

所在地 えびの市大字坂元662番地 

埋立面積 9,500ｍ２ 

埋立容量 70,000ｍ３ 

構造 準好気性埋立構造 

浸出水処理施設処理能力 70ｍ３/日 

 

 

施設名 霧島美化センター 

所在地 高原町大字西麓3471番地51 

処理能力 
ストックヤード  最終処分場 

239 ｍ２ (屋内面積) 23,481 ｍ３ (埋立容量) 
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■ハザードマップ 

 

【えびの市美化センター・えびの市一般廃棄物最終処分場】 
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【霧島美化センター】 
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添付資料４ 国土強靭化地域計画（事業が記載されている部分の抜粋） 

当該地域は、令和 2年 9月にえびの市国土強靭化地域計画、令和 5年 4月に高原町国土強靭化地域

計画を策定しており、本事業の記載の有無については、以下のとおりである。 

 

構成市町 
国土強靭化地域計画の 

作成の有無 
本事業の記載 記載内容 

えびの市 有   ・  無 有  ・ 無 ― 

高原町 有   ・  無 有  ・ 無 ― 

 

 

 

 

 


